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（１）施設・事業所の基本情報 

設置主体別の施設・事業所数の構成比をみると、「社会福祉法人（社会福祉協議会以外）」が 89.8%で最

も多く、次いで「国、都道府県、市区町村、独立行政法人、広域連合・一部事務組合」が 9.8%、「社会福

祉協議会」が 0.5%であった（第１－１表）。 

運営主体別の施設・事業所数構成比では、「社会福祉法人（社会福祉協議会以外）」が 95.8%で最も多く、

次いで「国、都道府県、市区町村、独立行政法人、広域連合・一部事務組合」が 3.8%、「社会福祉協議会」

が 0.5%であった（第１－２表）。 

 

 

 

運営主体の事業所設立年月別の施設・事業所数構成比では、「平成 12 年 3月以前」が 81.8%で最も多く、

次いで「平成 12年 4月から平成 18年 3 月まで」が 10.2%、「平成 18年 4月から平成 24 年 3月まで」が 5.6%、

「平成 24年 4月以降」が 2.4%であった（第１－３表）。 

 

 

事業の主に対象とする障害種類別の施設・事業所数割合をみると、「知的障害」が 74.0%で最も多く、次

いで「身体障害」が 34.9%、「精神障害」が 13.0%であった。「定めていない」は 6.3%であった（第１－４

表）。 

 

 

  

第１－１表　設置主体別の施設・事業所数　（平成27年10月1日現在）

国、都道府
県、市区町
村、独立行
政法人、広
域連合・一
部事務組合

社会福祉協
議会

社会福祉法
人(社会福
祉協議会以

外)

医療法人

営利法人
（株式・合
名・合資・
合同会社）

特定非営利
活動法人

（ＮＰＯ）

その他の法
人（社団・
財団、農
協、生協

等）

無回答 計

107 5 981 - - - - - 1,093

9.8% 0.5% 89.8%  -  -  -  -  - 100.0%

施設・事業所数

構成比％

第１－２表　運営主体別の施設・事業所数　（平成27年10月1日現在）

国、都道府
県、市区町
村、独立行
政法人、広
域連合・一
部事務組合

社会福祉協
議会

社会福祉法
人(社会福
祉協議会以

外)

医療法人

営利法人
（株式・合
名・合資・
合同会社）

特定非営利
活動法人

（ＮＰＯ）

その他の法
人（社団・
財団、農
協、生協

等）

無回答 計

41 5 1,047 - - - - - 1,093

3.8% 0.5% 95.8%  -  -  -  -  - 100.0%

施設・事業所数

構成比％

第１－３表　運営主体の事業所設立年月別の施設・事業所数

平成12年3
月以前

平成12年4月
から平成18
年3月まで

平成18年4月
から平成24
年3月まで

平成24年4
月以降

無回答 計

894 111 61 26 1 1,093

81.8% 10.2% 5.6% 2.4% 0.1% 100.0%

施設・事業所数

構成比％

第１－４表　主たる障害種類別の施設・事業所数　（平成27年10月1日現在、複数回答）

身体障害 知的障害 精神障害 難病 その他
定めていな

い
無回答 計

382 809 142 35 13 69 1 1,093

34.9% 74.0% 13.0% 3.2% 1.2% 6.3% 0.1% -

施設・事業所数

割合％
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昼間実施サービス別の施設・事業所数割合では、「生活介護」が 96.5%で最も多く、次いで「就労継続支

援Ｂ型」が 10.4%、「就労移行支援」が 6.1%、「自立訓練（生活訓練）」が 5.7%であった（第１－５表）。 

 

 

併設の状況別の施設・事業所数割合では、「無回答」を除き、「障害者支援施設」が 55.1%で最も多く、

次いで「共同生活援助（グループホーム）」が 27.0%、「その他」が 22.0%、「特別養護老人ホーム」が 12.0%、

「福祉型障害児入所施設」が 11.5%であった（第１－６表）。 

 

 

  

第１－５表　昼間実施サービス別の施設・事業所数　（平成27年10月1日現在、複数回答）

生活介護
自立訓練
（機能訓

練）

自立訓練
（生活訓

練）

就労移行支
援

就労継続支
援Ａ型

就労継続支
援Ｂ型

無回答 計

1,055 42 62 67 7 114 5 1,093

96.5% 3.8% 5.7% 6.1% 0.6% 10.4% 0.5% -

施設・事業所数

割合％

障害者支援
施設

福祉型障害
児入所施設

医療型障害
児入所施設

共同生活援
助(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ

ﾑ)

宿泊型自立
訓練

病院 診療所
特別養護老
人ホーム

介護老人保
健施設

その他の介
護保険事業

所

602 126 30 295 15 31 71 131 23 78

55.1% 11.5% 2.7% 27.0% 1.4% 2.8% 6.5% 12.0% 2.1% 7.1%

その他 無回答 計

241 206 1,093

22.0% 18.8% -

第１－６表　併設の状況（同一法人(実質的な同一経営を含む)が同一又は隣接の敷地内で運営している施設）別の施設・事業所数
           （平成27年10月1日現在、複数回答）

施設・事業所数

割合％

施設・事業所数

割合％
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定員数階級別の施設・事業所数の構成比をみると、「40-59人」が 53.1%で最も多く、次いで「60-79人」

が 15.7%、「20-39人」が 14.5%であった（第１－７－１表）。 

施設・事業所全体の平均定員数は、55.5人であった。また、居室数は施設・事業所全体で平均 32.6 室、

うち個室数は平均 14.3室、ユニットに属する居室数は平均 5.6室であった（第１－７－２表）。 

 

 

  

第１－７－１表　定員数階級別の施設・事業所数　（平成27年10月1日現在）

1-19人 20-39人 40-59人 60-79人 80-99人 100-149人 150-199人 200-399人 400人以上 無回答

8 142 520 154 100 46 3 4 2 -

0.8% 14.5% 53.1% 15.7% 10.2% 4.7% 0.3% 0.4% 0.2%  -

計

979

100.0%

構成比％

施設・事業所数

構成比％

施設・事業所数

第１－７－２表　一施設・事業所数あたりの平均定員数、平均居室数

施設・事業所数=979

一施設・事
業所数あた

り平均

55.5 979.0

32.6 979.0

14.3 979.0

5.6 979.0

定 員 数（平成27年10月1日現在）
（人）

居室数（平成27年10月1日現在）
（室）

うち、個室数（平成27年10
月1日現在）（室）

うち、ユニットに属する居
室数（平成27年10月1日現
在）（室）
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（２）利用者数の状況 

平成 27年 10月 1日現在における一施設・事業所数あたりの平均実利用者数は、52.3人であった。その

うち、強度行動障害を有する者は 11.4 人であった。 

平均実利用者数 52.3人の内訳を年齢階層別にみると、「50歳以上 65歳未満」が 17.3人で最も多く、次

いで「35 歳以上 50 歳未満」が 17.1 人、「65 歳以上」が 10.6 人、「20 歳以上 35 歳未満」が 6.6 人であっ

た。 

同様に、障害支援区分別にみると、「区分６」が 23.1 人で最も多く、次いで「区分５」が 14.3 人、「区

分４」が 9.2 人、「区分３」が 3.6人であった。男女別では、「男性」が 31.4 人、「女性」が 20.9 人で男性

が多かった（第２－１表）。 

 

  

第２－１表　一施設・事業所数あたりの障害支援区分別・年齢階層別の実入所者数　（平成27年10月1日現在）

18歳未満
18歳以上20

歳未満
20歳以上35

歳未満
35歳以上50

歳未満
50歳以上65

歳未満
65歳以上 全体平均

うち、強度
行動障害を
有する者

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

0.0 0.0 0.1 0.1 0.2 0.1 0.4 0.0

0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.2 0.0

0.0 0.0 0.1 0.2 0.2 0.1 0.7 0.0

0.0 0.0 0.1 0.4 1.0 0.7 2.2 0.2

0.0 0.0 0.1 0.2 0.6 0.5 1.3 0.1

0.0 0.0 0.2 0.6 1.6 1.1 3.6 0.3

0.0 0.0 0.7 1.8 1.9 1.0 5.5 0.7

0.0 0.0 0.4 1.1 1.4 0.8 3.7 0.4

0.0 0.1 1.1 2.9 3.2 1.9 9.2 1.1

0.0 0.1 1.3 3.3 2.6 1.4 8.7 2.1

0.0 0.0 0.6 1.7 2.0 1.4 5.6 1.0

0.0 0.1 1.9 4.9 4.6 2.7 14.3 3.1

0.0 0.1 2.1 5.2 4.1 2.3 13.8 4.3

0.0 0.0 1.0 2.8 3.2 2.3 9.2 2.4

0.0 0.1 3.1 8.1 7.3 4.6 23.1 6.7

0.2 0.0 0.1 0.2 0.2 0.1 0.6 0.2

0.1 0.0 0.1 0.2 0.2 0.1 0.8 0.0

0.2 0.0 0.2 0.4 0.4 0.2 1.4 0.3

0.2 0.2 4.5 11.0 9.9 5.5 31.4 7.5

0.1 0.1 2.1 6.1 7.4 5.1 20.9 4.0

0.3 0.4 6.6 17.1 17.3 10.6 52.3 11.4

区分２

男性（人）

女性（人）

計（人）

区分３

男性（人）

女性（人）

計（人）

区分１

男性（人）

女性（人）

計（人）

区分６

男性（人）

女性（人）

計（人）

障害児･非該
当･その他
(認定中等)

男性（人）

女性（人）

計（人）

区分４

男性（人）

女性（人）

計（人）

区分５

男性（人）

女性（人）

計（人）

合計

男性（人）

女性（人）

計（人）
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（３）人員体制と提供サービス等の状況 

平成 27年 9月 29日夜から 30日朝にかけての施設入所支援の時間帯における職員の延べ勤務時間数を一

施設・事業所数あたり平均でみると 2,910 分であった。そのうち、女性職員の延べ勤務時間数は、平均 1,492

分であった。また、29 日の昼間実施サービスを兼務した者の延べ勤務時間数は、平均 1,116 分であった。

看護職員の場合の延べ勤務時間数は、平均 106分であった（第３－１表）。 

 

 

平成 27年 9 月 29日夜から 30 日朝にかけての施設入所支援の時間帯におけるたんの吸引回数を一施設・

事業所数あたり平均でみると 1.1回であった（第３－２表）。 

 

 

平成 27年 9 月中の入浴サービスの延べ提供回数を一施設・事業所数あたり平均でみると 139.5 回であっ

た（第３－３表）。 

 

 

  

第３－１表　施設入所支援の時間帯における一施設・事業所数あたり職員の延べ勤務時間数　（平成27年9月29日夜～30日朝までの時間帯）

施設・事業所数=1,044

総数
一施設・事
業所数あた

り平均

3,037,650 2,910 1044.0

1,558,147 1,492 1044.0

1,165,235 1,116 1044.0

110,797 106 1044.0

※施設入所支援の時間帯は、施設で定める午後10時から翌日の午前5時までの時間を含めた連続する16時間を指す。

うち、女性職員の延べ勤務
時間数（分）

うち、29日の昼間実施サー
ビスを兼務した者の延べ勤

務時間数（分）

うち、看護職員の延べ勤務
時間数（分）

施設入所支援の時間帯における職員
の延べ勤務時間数（9月29日夜から30
日朝にかけて）（分）

第３－２表　一施設・事業所数あたり平均たんの吸引回数　（平成27年9月29日夜～30日朝までの時間帯）

施設・事業所数=1,065

総数
一施設・事
業所数あた

り平均

1,119 1.1 1065.0

※施設入所支援の時間帯は、施設で定める午後10時から翌日の午前5時までの時間を含めた連続する16時間を指す。

たんの吸引回数（回）

第３－３表　一施設・事業所数あたり平均入浴サービスの提供回数　（平成27年9月中）

施設・事業所数=1,087

総数
一施設・事
業所数あた

り平均

151,655 139.5 1087.0

※昼間実施サービスの営業時間を除く。

ひと月の入浴サービスの延べ提供回
数（回）
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平成 27 年 11 月 4 日から 11 月 10 日までの 7 日間において昼間実施サービス等がない日（土・日・祝祭

日）の主な活動状況別の延べ人数を一施設・事業所数あたりの平均でみると、「昼間実施サービスと同様の

活動」が平均 24.5 人で最も多く、次いで「居室内での静養」が 21.8人、「施設内での余暇活動（地域住民

との交流会等）」が 15.0人であった（第３－４表）。 

 

 

女性利用者に対する同性介助について同性介助の内容別の施設・事業所数の構成比をみると、「排せつ」

の場合では、「同性介助による介助に限定されている」が 81.6%で最も多く、次いで「同性介助を希望すれ

ば介助が受けられる」が 8.9%、「同性介助による介助に限定されていない（同性介助を希望していても介

助が受けられない場合がある）」が 8.1%であった。 

「入浴」の場合では、「同性介助による介助に限定されている」が 90.4%で最も多く、「同性介助を希望

すれば介助が受けられる」が 4.8%、「同性介助による介助に限定されていない（同性介助を希望していて

も介助が受けられない場合がある）」が 3.3%であった（第３－５－１表）。 

 

 

  

施設・事業所数=1,073

総数
一施設・事
業所数あた

り平均

749 4.5 1073.0

216 1.0

584 7.7

386 15.0

413 24.5

615 21.8

10,549 9.8

※当日に複数の活動を行った場合は、主なもののいずれか一つとする。

施設外での余暇活動（買物等）
（人）

施設内での余暇活動（地域住民との
交流会等）（人）

昼間実施サービスと同様の活動
（人）

居室内での静養（人）

その他（人）

第３－４表　一施設・事業所数あたりの昼間実施サービス等がない日（土･日･祝祭日）の主な活動状況別の延べ人数
           （平成27年11月4日～11月10日までの7日間）

一時帰宅（人）

通院（人）

第３－５－１表　女性利用者に対する同性介助内容別の施設・事業所数　（平成27年10月1日現在）

同性介助に
よる介助に
限定されて

いる

同性介助を
希望すれば
介助が受け

られる

同性介助によ
る介助に限定
されていない
（同性介助を
希望していて
も介助が受け
られない場合
がある）

無回答 計

892 97 89 15 1,093

81.6% 8.9% 8.1% 1.4% 100.0%

988 53 36 16 1,093

90.4% 4.8% 3.3% 1.5% 100.0%

排せつ

施設・事業所
数

構成比％

入浴

施設・事業所
数

構成比％
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同様に、男性利用者に対する同性介助について同性介助の内容別の施設・事業所数の構成比をみると、

「排せつ」の場合では、「同性介助による介助に限定されている」が 53.4%で最も多く、次いで「同性介助

による介助に限定されていない（同性介助を希望していても介助が受けられない場合がある）」が 27.6%、

「同性介助を希望すれば介助が受けられる」が 18.0%であった。 

「入浴」の場合では、「同性介助による介助に限定されている」が 66.2%で最も多く、「同性介助による

介助に限定されていない（同性介助を希望していても介助が受けられない場合がある）」が 20.7%、「同性

介助を希望すれば介助が受けられる」が 12.2%であった（第３－５－２表）。 

 

 

平成 27 年 9 月中の利用者の通院時における対応状況について、対応別の施設・事業所数割合をみると、

「施設職員が送迎している」が 98.2%で最も多く、次いで「家族等が送迎している」が 42.2%であった（第

３－６表）。 

利用者への通院支援にかかる費用負担別の施設・事業所数割合は、「施設側が負担している」が 73.4%で

最も多く、次いで「本人・家族等が負担している」が 48.3%、「公費による負担」が 10.3%であった（第３

－６－１表）。 

通院支援に必要な利用者の通院にかかる延べ時間数は、一施設・事業所数あたり平均 3,924 分であった。

また、通院した人の実人数は平均 27.1 人、延べ人数は平均 50.2 人であった。一人一回あたりの通院時間

数は 78.1分であった（第３－６－２表）。 

 

 

第３－５－２表　男性利用者に対する同性介助内容別の施設・事業所数　（平成27年10月1日現在）

同性介助に
よる介助に
限定されて

いる

同性介助を
希望すれば
介助が受け

られる

同性介助によ
る介助に限定
されていない
（同性介助を
希望していて
も介助が受け
られない場合
がある）

無回答 計

584 197 302 10 1,093

53.4% 18.0% 27.6% 0.9% 100.0%

724 133 226 10 1,093

66.2% 12.2% 20.7% 0.9% 100.0%

排せつ

施設・事業所
数

構成比％

入浴

施設・事業所
数

構成比％

第３－６表　利用者の通院時における対応別の施設・事業所数 　（平成27年9月中、複数回答）

施設職員が
送迎してい

る

病院スタッ
フが送迎し

ている

家族等が送
迎している

移動支援を
利用してい

る

ボランティ
アを利用し

ている
その他 無回答 計

1,073 43 461 39 9 63 4 1,093

98.2% 3.9% 42.2% 3.6% 0.8% 5.8% 0.4% -

施設・事業所数

割合％

第３－６－１表　利用者への通院支援にかかる費用負担別の施設・事業所数　（平成27年9月中、複数回答）

施設側が負
担している

病院側が負
担している

本人・家族
等が負担し

ている

公費による
負担

その他 無回答 計

788 22 518 111 47 1 1,073

73.4% 2.1% 48.3% 10.3% 4.4% 0.1% -

※第３－６表で「施設職員が送迎している」又は「病院スタッフが送迎している」を選択した場合についての集計。

施設・事業所数

割合％
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平成 27 年 10 月 1 日現在における利用定員を超える利用申込者数（待機者数）は、一施設・事業所数あ

たり平均 14.2人であった（第３－７表）。 

 

  

施設・事業所数=1,052

総数
一施設・事
業所数あた

り平均

4,127,700 3,924 1052

28,499 27.1

52,834 50.2

－ 78.1

第３－６－２表　一施設・事業所数あたりの通院支援に必要な利用者の通院にかかる延べ時間数、通院した人の実人数・延べ人数
               （平成27年9月中）

ひと月の通院にかかる延べ時間数
（分）

通院した人の実人数（人）

通院した人の延べ人数（人）

一人一回あたり通院時間数（分）

第３－７表　一施設・事業所数あたりの利用定員を超える利用申込者数　（平成27年10月1日現在）

施設・事業所数=1,071

総数
一施設・事
業所数あた

り平均

15,171 14.2 1071
利用定員を超える利用申込者数（待
機者数）（人）
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（４）加算等の算定状況 

平成 27年 9 月分において夜勤職員配置体制加算を算定している施設・事業所数は、全体の 60.2%であっ

た（第４－１表）。 

 
 

夜間看護体制加算では、算定している施設・事業所数は、全体の 2.8%であった（第４－２表）。 

 
 

重度障害者支援加算を算定している施設・事業所数は、「平成 27 年 9月分」の場合で全体の 47.7%、「平

成 27 年 3月分」の場合で 50.5%であった（第４－３表）。 

重度障害者支援加算の算定をしている施設・事業所について、算定内容別の施設・事業所数割合をみる

と、「平成 27 年 9 月分」では、「加算（Ⅱ）の算定あり（体制加算）」が 66.0%で最も多く、次いで「加算

（Ⅰ）の算定あり」が 38.6%、「加算（Ⅱ）の算定あり（個別加算）」が 26.5%であった（第４－３－１表）。 

重度障害者支援加算（Ⅱ）の算定をしている施設・事業所の一施設・事業所数あたり平均の基礎研修修

了者数は、平均 1.5人であった。また、実践研修修了者数は、平均 0.4人であった（第４－３－２表）。 

 

 

 

  

第４－１表　夜勤職員配置体制加算の算定有無別の施設・事業所数　（平成27年9月分）

加算の算定
あり

加算の算定
なし

無回答 計

658 429 6 1,093

60.2% 39.2% 0.5% 100.0%

施設・事業所数

構成比％

第４－２表　夜間看護体制加算の算定有無別の施設・事業所数　（平成27年9月分）

加算の算定
あり

加算の算定
なし

無回答 計

31 1,055 7 1,093

2.8% 96.5% 0.6% 100.0%

施設・事業所数

構成比％

第４－３表　重度障害者支援加算の算定有無別の施設・事業所数

加算の算定
あり

加算の算定
なし

無回答 計

521 547 25 1,093

47.7% 50.0% 2.3% 100.0%

552 515 26 1,093

50.5% 47.1% 2.4% 100.0%

平成27年9
月分

施設・事業所数

構成比％

平成27年3
月分

施設・事業所数

構成比％

第４－３－１表　重度障害者支援加算の算定ありの場合の算定内容別の施設・事業所数　（複数回答）

加算（Ⅰ）
の算定あり

加算（Ⅱ）の
算定あり（体

制加算）

加算（Ⅱ）の
算定あり（個

別加算）
無回答 計

201 344 138 2 521

38.6% 66.0% 26.5% 0.4% -

平成27年9
月分

施設・事業所数

割合％

第４－３－２表　重度障害者支援加算（Ⅱ）の算定ありの場合の一施設・事業所数あたりの研修修了者数　（平成27年10月1日現在）

施設・事業所数=348

総数
一施設・事
業所数あた

り平均

526 1.5 348

156 0.4

基礎研修修了者数（人）

実践研修修了者数（人）
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平成 27 年 9 月分において地域移行を算定している施設・事業所数は、全体の 2.7%であった（第４－４

表）。また、平成 26年 10月 1日から平成 27 年 9月 30 日までの 1 年間における地域移行者数は、一施設・

事業所数あたり平均 0.8人であった（第４－４－１表）。 

 

 

  

第４－４表　地域移行加算の算定有無別の施設・事業所数　（平成27年9月分）

加算の算定
あり

加算の算定
なし

無回答 計

30 1,044 19 1,093

2.7% 95.5% 1.7% 100.0%

施設・事業所数

構成比％

第４－４－１表　一施設・事業所数あたりの平均地域移行者数　（平成26年10月1日～平成27年9月30日の期間）

施設・事業所数=1,060

総数
一施設・事
業所数あた

り平均

847 0.8 1060地域移行者数（人）
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（５）利用者への支援状況 

 ① 利用者の基本情報 

平成 27年 9 月中における施設入所支援の利用者のうち、性別の利用者数構成比は、「男性」が 60.2%、「女

性」が 39.7%であった（第５－１表）。年齢階層別では、「40-49 歳」が 24.1%で最も多く、次いで、「50-59

歳」が 20.9%、「30-39 歳」が 15.0%、「60-64 歳」が 11.1%であった（第５－２表）。障害種類別では、「知

的障害」が 75.5%、「身体障害」が 38.6%、「精神障害」が 4.7%、「難病等」が 1.0%であった（第５－３表）。

強度行動障害の有無別では、「あり」が 18.6%であった（第５－４表）。障害支援区分別でみると、「区分６」

が 44.7%で最も多く、次いで、「区分５」が 27.5%、「区分４」が 17.3%、「区分３」が 7.5%であった。障害

支援区分の全体平均区分数は 5.1であった（第５－５表）。 

 

 

 

 

 

  

第５－１表　性別の利用者数

男性 女性 無回答 計

12,736 8,407 30 21,173

60.2% 39.7% 0.1% 100.0%

利用者数（人）

構成比％

第５－２表　年齢階層別の利用者数　（平成27年10月1日現在）

18歳未満 18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-64歳 65-69歳 70歳以上

53 179 1,682 3,171 5,109 4,434 2,354 2,063 2,102

0.3% 0.8% 7.9% 15.0% 24.1% 20.9% 11.1% 9.7% 9.9%

無回答 計 平均年齢

26 21,173 50.4

0.1% 100.0% -

利用者数（人）

構成比％

構成比％

利用者数（人）

第５－３表　障害種類別の利用者数　（平成27年9月中、複数回答）

身体障害 知的障害 精神障害 難病等 無回答 計

8,163 15,995 1,001 222 73 21,173

38.6% 75.5% 4.7% 1.0% 0.3% -

利用者数（人）

割合％

第５－４表　強度行動障害の有無（行動関連項目10点以上の者）別の利用者数　（平成27年10月1日現在）

あり なし 無回答 計

3,931 17,022 220 21,173

18.6% 80.4% 1.0% 100.0%

利用者数（人）

構成比％

第５－５表　障害支援区分別の利用者数　（平成27年10月1日現在）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６

障害児・非
該当・その
他（申請中

等）

無回答 計
平均

障害支援区
分

54 373 1,594 3,669 5,822 9,462 161 38 21,173 5.1

0.3% 1.8% 7.5% 17.3% 27.5% 44.7% 0.8% 0.2% 100.0%構成比％

利用者数（人）
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 ② 利用者への支援状況 

昼間実施サービス等がない日（土・日・祝祭日）の主な活動状況を活動内容別の利用者数割合でみると、

「居室での静養」が 55.0%で最も多く、次いで「施設内での余暇活動（地域住民との交流会等）」が 37.8%、

「昼間実施サービスと同様の活動」が 37.6%、「施設外での余暇活動（買物等）」が 30.1%であった（第５－

６表）。 

 

 

平成 27 年 9 月中の昼間実施サービスの利用日数を一利用者数あたりの平均でみると、21.5 日であった

（第５－７表）。 

 
 

  

第５－６表　昼間実施サービス等がない日（土･日･祝祭日）の主な活動内容別の利用者数（平成27年9月中）

一時帰宅 通院
施設外での
余暇活動

（買物等）

施設内での余
暇活動（地域
住民との交流

会等）

昼間実施
サービスと
同様の活動

居室内での
静養

その他 無回答 計

3,751 813 6,364 8,010 7,953 11,637 4,177 149 21,173

17.7% 3.8% 30.1% 37.8% 37.6% 55.0% 19.7% 0.7% -

利用者数（人）

割合％

第５－７表　一利用者数あたりの昼間実施サービスの利用日数　（平成27年9月中）

利用者数（人）=20,733

総数
一利用者数
あたりの平

均

446,291 21.5 20733
昼間実施サービスの利用日数
（日）
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平成 27年 9 月中に医療的ケアを受けた利用者は、全体の 77.1%であった（第５－８）。 

そのうち、どの医療的ケアを受けたか項目別にみると、「服薬管理（薬の区分け・与薬の準備、配布を含

む（※麻薬の管理を除く））」が 98.0%で最も多く、次いで「浣腸」が 10.2%、「創傷処置」が 6.3%、「摘便」

が 4.3%、「膀胱（留置）カテーテルの管理」が 3.4%であった（第５－８－１表）。 

 

 

 

 

  

第５－８表　医療的ケアの実施有無別の利用者数　（平成27年9月中）

医療的ケア
を実施して

いる

医療的ケア
を実施して

いない
計

16,314 4,859 21,173

77.1% 22.9% 100.0%

利用者数（人）

構成比％

第５－８－１表　医療的ケアの利用者数　（平成27年9月中、複数回答）

吸引（咽頭手
前までの口腔

内）

吸引（鼻
腔）

吸引（咽頭よ
り奥または気

管切開）

経鼻経管栄
養

胃ろうによ
る栄養管理

点滴
膀胱（留置）
カテーテルの

管理

人工肛門（ス
トーマ）のケ

ア

ネブライ
ザー

酸素療法（酸
素吸入）

301 150 116 42 436 74 552 102 67 68

1.8% 0.9% 0.7% 0.3% 2.7% 0.5% 3.4% 0.6% 0.4% 0.4%

気管切開の
ケア

人工呼吸器
の観察

中心静脈栄
養

持続モニターの
管理（心拍・血
圧・酸素飽和度

等）

じょくそうの
処置（Ⅰ度・

Ⅱ度）

じょくそうの
処置（Ⅲ度・

Ⅳ度）
創傷処置

疼痛管理（麻
薬の使用あ

り）

疼痛管理（麻
薬の使用な

し）

インスリン
注射

78 13 3 162 271 43 1,028 37 310 112

0.5% 0.1% 0.0% 1.0% 1.7% 0.3% 6.3% 0.2% 1.9% 0.7%

導尿 浣腸 摘便

服薬管理（薬の
区分け・与薬の
準備、配布を含
む（※麻薬の管
理を除く））

麻薬の管理 計

133 1,660 707 15,991 14 16,314

0.8% 10.2% 4.3% 98.0% 0.1% -

利用者数（人）

割合％

利用者数（人）

割合％

利用者数（人）

割合％
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